
プロジェクトの概要
豊かな⾃然や⽣物多様性の回復は、⼈々のウェルビーイングの実現や、
社会の持続的発展に不可⽋なグローバル課題であると同時に、地域振
興やビジネスとも密接に関わる複合的課題である。
本拠点は、最も根本的な資本である「⾃然」を適切に社会・経済活動に
組み込むことで、社会と⾃然が互いを⽀え合いつつ発展する「ネイチャー
ポジティブ発展社会」を構築し、これらの⾃然関連課題を⾼いレベルで同
時に解決することをミッションとする。私たちは本拠点を、この⾼い理想の
実現に向けて産学官⺠が連携し「共創する場」として位置付け、その達
成のため (1) ⾃然の価値を持続的に⾼め、その価値を可視化する、
(2) ネイチャーポジティブな事業や活動に向けてお⾦が流れる仕組み
を創出する、そして(3) ネイチャーポジティブ発展社会を⽀える⼈材を
育てる、という３つのターゲットの実現を⽬指す。
本拠点が、将来に渡り、あらゆる地域の多様な主体によるネイチャーポジ
ティブ取り組みを⽀え、ハブとして機能する社会共通インフラとしての役割
を果たしていくため、⽣物多様性課題解決に向けた新事業・ビジネスを
創出する「⽣物多様性のシリコンバレー」として、⾃らも成⻑・発展し、ネイ
チャーポジティブ成⻑を安定的に⽀える経済的⾃律性を確⽴する。 
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共創の場形成⽀援プログラム【共創分野】

ターゲット３
ネイチャーポジティブ発展社会を⽀える⼈を育てる

ターゲット２
ネイチャーポジティブに向けて
お⾦が流れる仕組みを作る

⽣物多様性情報の獲得・
社会が利活⽤できる
インフラ構築

⾃然データ
流通システム

観測・モデリングの
スパイラル成⻑

⽣物多様性国際観測網
構築
国際標準化への貢献

ビジョン
人と自然が育み合うネイチャーポジティブ発展社会実現拠点

ターゲット１
⾃然の価値を⾒える化し持続的に⾼める

⽣物多様性観測⼿法の開発
⽣物多様性情報基盤の開発
⽣物多様性評価⼿法の開発
⽣物多様性モデリング⼿法の開発

TNFD開⽰対応 / ツール開発
⾦融機関による投融資の促進
ブランド化 / 認証制度活⽤
データ取引 / 環境価値取引

拠点が提供する価値を広める
⾼い専⾨性/ 地域、現場での活躍
経営層への教育
起業促進 / 途上国への科学技術プログラムの提供

⽣物多様性の損失を⾷い⽌め、⾃然資本を回復に転じさせる国際⽬標


